
今、子どもや若者の貧困・孤立が大きな社会問題と

なっています。厚生労働省の調査では、子どもの貧困

率は１６．３％（平成 24年）で過去最悪となり、 

１７歳以下の子どもの６人に１人、３００万人あまり

が貧困状態にあるとされています。 

今回、2000年以降、地域で居場所のない若者の支

援をしておられますＮPO法人さいたまユースサポー

トネット代表の青砥先生をお招きして、子ども・若者

の問題を、地域社会全体としてどう捉え、どのような

支援ができるかを、皆さんと一緒に考えてみたいと思

います。 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題：子どもの貧困から地域社会を考える 

～実践の現場から伝えたいこと～ 

                 講師：青
あ お

 砥
と

  恭
やすし

さん 

                （NPO法人さいたまユースサポートネット代表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催：知多市 

企画運営：知多市青少年居場所づくり事業実行委員会 

・若者応援隊「まなざし」 

・トゥモローネット（不登校生・ひきこもりの方の明日を考える会）  

・知多市社会福祉協議会 

 

 

プロフィール 

20 年以上にわたり埼玉県立高校教諭として教

育現場に立ち、現在は大学講師を務める。自身の

教師としての経験、高校生を対象としたアンケー

ト調査、100 人以上の高校中退者へのヒアリング

などから「子ども・若者と貧困」を独自の視点で

研究している。さいたま市内の生活保護受給世帯

の中・高校生を対象とした居場所づくりと学習支

援事業、居場所のない若者の居場所づくり、「た

まり場」「学び場」を提供する NPO 法人さいたま

ユースサポートネットの代表。 

 

問合せ 

【会場地図】 


